
　
私
た
ち
が
お
や
つ
に
食
べ
る
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
多
く
に
は
、
材
料

と
し
て
パ
ー
ム
油
が
使
わ
れ
て
い
る
。
今
や
、

私
た
ち
の
食
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
だ
が
、
生
産
地
で
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
を
植
え

る
た
め
に
森
が
切
り
開
か
れ
、
周
囲
の
動
物

た
ち
を
脅
か
し
て
い
る
。「
ボ
ル
ネ
オ
島
は
、

１
０
０
年
前
に
は
島
全
体
が
熱
帯
雨
林
で
覆

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
森
が
残
っ
て

い
る
の
は
、
保
護
区
と
そ
の
周
辺
や
川
沿
い

だ
け
で
す
」
と
、
酪
農
学
園
大
学
の
金
子
正

美
教
授
は
語
る
。

　
島
の
北
東
部
を
流
れ
る
キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン

川
の
下
流
域
で
も
大
規
模
な
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
の
開
発
が
進
み
、
平
野
に
す
む
絶
滅
危
惧

種
の
ゾ
ウ
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
に
と
っ
て
、

川
沿
い
や
一
部
の
保
護
区
の
森
が
最
後
の
生

息
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
他
に
も
、
テ

ン
グ
ザ
ル
や
ウ
ン
ピ
ョ
ウ
、
ス
ロ
ー
ロ
リ
ス
、

メ
ガ
ネ
ザ
ル
な
ど
、
貴
重
な
絶
滅
危
惧
種
を

含
む
数
多
く
の
動
物
が
生
息
す
る
豊
か
な
森

だ
。

　
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
拡
大
で
地
元
の
森
が

減
っ
て
い
く
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
た
住
民

た
ち
が
、
地
域
の
自
然
と
自
分
た
ち
の
生
活

を
守
る
た
め
、
１
９
９
７
年
、
観
光
組
合
Ｋ

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
を
立
ち
上
げ
た
。Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
は
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
や
ボ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
文
化
体

験
、
環
境
保
全
な
ど
を
手
掛
け
、
海
外
か
ら

訪
れ
る
観
光
客
の
宿
泊
や
観
光
ツ
ア
ー
な
ど

を
手
配
・
管
理
し
て
い
る
。

　
酪
農
学
園
大
学
は
２
０
０
６
年
か
ら
年
１
、

２
回
、Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
を
立
ち
上
げ
た
村
の
一

つ
、
バ
ト
ゥ
プ
テ
ィ
村
で
海
外
実
習
を
行
っ

て
き
た
。
学
生
た
ち
も
こ
こ
で
卒
業
論
文
や

修
士
論
文
の
研
究
を
行
う
中
で
、
環
境
や
地

域
経
済
の
悪
化
に
気
付
い
て
い
た
。
そ
ん
な

折
、
バ
ト
ゥ
プ
テ
ィ
村
の
住
人
か
ら
協
力
を

求
め
ら
れ
、
住
民
参
加
型
の
村
お
こ
し
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
北
海
道
江
別
市
に
酪
農
学
園
大
学
の
前
身

と
な
る
北
海
道
酪
農
義
塾
を
設
立
し
た
黒
澤

酉
蔵
は
、「
神
を
愛
し
、
人
を
愛
し
、
土
を
愛

す
る
」
と
い
う
三
愛
精
神
の
下
、
貧
困
な
農

民
の
た
め
に
尽
力
し
た
。
学
生
の
国
際
活
動

も
活
発
で
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
も
数
多
く

輩
出
し
て
い
る
。
開
発
途
上
国
か
ら
研
修
員

を
受
け
入
れ
、
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
た

め
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
や
、
人
工
衛

星
の
画
像
を
使
っ
て
森
林
の
状
況
を
診
断
す

る
森
林
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
な
ど
の
研
修

も
実
施
し
て
き
た
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ

を
中
心
に
、
キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン
川
が
属
す
る

サ
バ
州
の
野
生
生
物
局
や
森
林
局
、
国
立
の

サ
バ
大
学
な
ど
が
全
面
的
に
協
力
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
か
ら
も
酪
農
学
園
大
学
の
教
員

た
ち
を
は
じ
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
環
境
保
全
事
務
所
や
旭
川
市
旭
山
動
物
園

が
現
地
で
の
技
術
指
導
を
行
っ
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
の
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
は

専
門
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
野
生

動
物
や
水
質
、
森
林
な
ど
の
専
門
家
と

共
に
調
査
活
動
に
取
り
組
み
、
熱
心
に

指
導
を
受
け
た
。「
指
導
の
際
は
、
や
り

方
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
そ
の
調
査
が
必

要
な
の
か
、
調
査
地
を
ど
う
選
ぶ
の
か

な
ど
も
教
え
、
将
来
は
自
分
た
ち
で
調

査
を
計
画
・
実
行
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
ま
し
た
」
と
、
現
地
に
駐
在
す
る
同

大
学
の
小
菅
千
絵
特
任
研
究
員
は
言
う
。

「
動
物
や
水
質
な
ど
、
自
分
た
ち
の
身
の

回
り
の
自
然
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
関

心
が
と
て
も
高
か
っ
た
の
で
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
が
森
林
認
証
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
に
加
え
、Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
も
観

光
関
係
の
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
政
府
機
関
や
サ
バ
大
学
の
学
生

の
研
修
先
に
な
る
な
ど
、
予
想
以
上
に

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
Ｋ
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｌ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
商
品
開
発
を
学

び
、
地
元
に
埋
も
れ
て
い
た
素
材
を
積
極
的

に
掘
り
出
し
た
。
小
学
生
や
中
高
生
な
ど
、

子
ど
も
向
け
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
す
る
際
も
、
現
地
調
整
員
が
Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ

の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
。

「
観
光
組
織
の
ス
タ
ッ
フ
と
い
っ
て
も
、
そ

の
素
顔
は
地
元
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

若
者
た
ち
で
す
。
私
や
学
生
た
ち
が
彼
ら
の

家
を
訪
れ
る
と
、
片
言
の
英
語
や
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
で
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
」
と
金
子
教
授
。

　
現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
上
で
一

地
元
住
民
の
自
然
へ
の
思
い

海
を
越
え
て
受
け
止
め
る

生
き
物
を
追
い
詰
め
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

地
元
の
経
済
に
も
影
を
落
と
す

番
の
課
題
は
、
現
地
の
治
安
だ
。
海
岸
沿
い

の
地
域
で
は
12
年
か
ら
現
在
ま
で
、
外
務
省

の
渡
航
中
止
勧
告
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
現

地
で
の
直
接
指
導
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、

電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
連
絡
を
取
っ
た
り
、

州
都
の
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
に
ス
タ
ッ
フ
を
呼
ん

だ
り
し
て
協
力
を
続
け
て
き
た
。
ま
た
、
13

年
度
か
ら
３
年
間
、Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
の
ス
タ
ッ
フ

を
北
海
道
に
呼
び
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
や

情
報
セ
ン
タ
ー
を
実
際
に
見
て
も
ら
っ
た
。

　
治
安
の
悪
化
が
原
因
で
観
光
客
が
激
減
し
、

Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
の
運
営
も
困
難
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
自
然
を
守
る

こ
と
は
重
要
だ
。
そ
こ
で
、
状
況
を
改
善
す

る
た
め
、
国
連
大
学
に
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
に
関
す
る
地
域
の
拠
点
（
Ｒ

Ｃ
Ｅ
）」
の
キ
バ
ナ
タ
ン
ガ
ン
へ
の
設
立
を
申

請
し
て
い
る
。「
北
海
道
で
申
請
し
た
Ｒ
Ｃ
Ｅ

は
、
昨
年
、
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ナ
バ
タ

ン
ガ
ン
の
Ｒ
Ｃ
Ｅ
が
認
可
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
け
ま

す
」
と
金
子
教
授
は
訴
え
る
。

　
生
物
多
様
性
と
い
う
と
、
種
の
絶
滅
な
ど

地
球
レ
ベ
ル
の
課
題
が
真
っ
先
に
思
い
浮
か

ぶ
が
、
そ
れ
ら
は
地
域
に
お
け
る
問
題
が
発

端
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
法
律
や
条

約
で
動
物
や
自
然
を
守
る
規
制
を
敷
く
と
と

も
に
、
地
元
の
人
々
の
生
活
を
向
上
さ
せ
、

生
物
多
様
性
保
全
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
だ
。
地
球
を
守
る
に
は
、

ま
ず
地
域
か
ら
。
酪
農
学
園
大
学
と
バ
ト
ゥ

プ
テ
ィ
村
の
住
民
は
、
足
元
の
課
題
に
地
道

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
然
を
守
る
に
は

足
元
の
環
境
か
ら

酪
農
学
園
大
学

地元の子どもたちの研究発
表。末永く森を守っていくた
めに、子どもたちの自然への
理解を深めることが大切だ

プランテーションで行われた水質調査。地元の村の人たちは、
身近な自然を守ることに熱心だ

マレーシア

クアラルンプール

ボルネオ島

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

野生動物のモニタリングをし
たところ、貴重なウンピョウ
が見つかった

自然の大切さを伝えるための環境教育プログラムにも取り組んでいる

と
り
ぞ
う

パ
ー
ム
油
の
主
要
産
地
の
一
つ
、マ
レ
ー
シ
ア
の
ボ
ル
ネ
オ
島
で
は
、

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
畑
が
広
が
り
続
け
、地
域
に
す
む
生
物
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。

酪
農
学
園
大
学
は
、地
域
住
民
た
ち
と
共
に
、

自
然
と
生
活
を
守
る
た
め
の
活
動
を
展
開
中
だ
。
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